
「
文
化
」
は
ま
た
、
熱
を
帯
び
て

人
々
の
温
か
い
血
の
中
に
流
れ
込
む
。

体
の
中
心
が
爆
発
し
た
よ
う
に

震
え
る
の
は
、
御
輿
に
宿
っ
た

代
々
の
想
い
や
祈
り
が
、
い
ま

こ
の
瞬
間
に
同
調
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
の
念
は
、
集
い
の
輪
を
さ
ら
に

大
き
く
、
強
く
し
て
い
く
。

上
総
十
二
社
祭
り
（
通
称
・
裸
ま
つ
り
）

9
月
13
日
、
玉
前
神
社
を
中
心
に
、
一
宮

町
、
長
生
村
、
睦
沢
町
、
岬
町
、
茂
原
市
の

5
市
町
村
9
社
の
氏
子
、
1
0
0
0
人
に
及

ぶ
裸
の
男
た
ち
が
会
す
る
、
勇
壮
な
裸
祭
り
。

房
総
半
島
で
行
わ
れ
る
浜
降
り
神
事
の
な
か

で
も
、
最
古
の
伝
統
と
歴
史
を
誇
る
祭
り
で
、

千
葉
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

納
涼
花
火
大
会

毎
年
8
月
に
一
宮
海
岸
で
行
わ
れ
る
、
九

十
九
里
地
区
最
大
級
の
花
火
大
会
で
す
。

次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の
数
は
、
お

よ
そ
5
0
0
0
発
に
も
な
り
ま
す
。
中
で
も
、

最
大
の
見
せ
場
は
大
玉
の
打
上
げ
花
火
や
水

中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
演
出
。
華
麗
な
花
火
が

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

上
総
国
一
宮
ま
つ
り

に
ぎ
や
か
な
出
店
が
連
な
る
通
り
で
、
バ

ン
ド
演
奏
、
太
鼓
や
踊
り
の
披
露
が
行
わ
れ

る
に
ぎ
や
か
な
お
祭
り
で
す
。
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
、
上
総
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
。
駅
前
に

延
び
る
お
ま
つ
り
ロ
ー
ド
を
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
約
7
0
0
名
の
踊
り
手
が
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
披
露
し
て
練
り
歩
き
ま
す
。

上
総
火
ま
つ
り

毎
年
元
旦
の
夜
明
け
前
か
ら
、
一
宮
海
岸

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、
平
成
7

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
浜
辺
に
燃
え
さ
か

る
大
や
ぐ
ら
と
、
太
鼓
の
音
と
と
も
に
迎
え

る
新
し
い
年
の
夜
明
け
は
、
荘
厳
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
す
。

高

ぶ

る

魂

、

熱

い

連

帯
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